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はじめに 

 

本県では、鹿児島県教育振興基本計画において、「夢や希望を実現し ともに未来を創る鹿

児島の人づくり～誰もが幸せや豊かさを感じられる地域や社会を目指して～」を基本目標に掲

げ、「知・徳・体の調和がとれ、主体的に考え行動する力を備え、未来の社会の創り手となる

人間」及び「伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛する態度を養い、互

いに認め、高め合い、生涯を通じて幸せや生きがいを感じながら意欲的に自己実現を目指す人

間」の育成に取り組んでいます。 

 

そのような中、生徒の学びのニーズの多様化、少子化に伴う生徒数の減少、産業構造や社会

システムの変化など、高等学校教育を取り巻く環境は大きく変化しています。こうした状況の

中にあっても、高校教育には、生徒一人一人の個性や実情に応じた多様な学びを実現し、その

可能性や能力を最大限に伸ばすとともに、社会で生きていくために必要な資質・能力を育成す

ることが求められています。 

 

本県においては、令和７（2025）年度、学識経験者、産業界、行政関係者、学校関係者など

で構成する「県立高校の将来ビジョン検討委員会」を設置し、生徒の多様な学びのニーズや生

徒数の減少に対応するため、今後の望ましい県立高校の教育の在り方について検討を依頼しま

した。 

 

検討委員会では、本県公立高等学校教育の充実・振興に関するこれまでの経緯や、高等学校

教育を取り巻く状況、さらに、国の「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ」

（令和７年２月・文部科学省）等を踏まえながら協議を重ね、令和８（2026）年３月30日に

「今後の望ましい県立高校の教育の在り方について」の答申が提出されました。 

 

また、国においては、「高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）」（以下、

「国のグランドデザイン」という。）（令和８年２月・文部科学省）が公表され、2040年を見

据えた高校教育改革の方向性が示されました。 

 

県教育委員会では、検討委員会からの答申に加え、国のグランドデザインを踏まえ、本県の

現状や課題に応じた県立高校における教育の在り方の方向性を示すものとして、「県立高校の

将来ビジョン」を策定しました。 

 

今後は、本ビジョンに基づき、生徒一人一人の学びの充実と魅力ある県立高校づくりに向け

て、学校や地域の実情も踏まえながら、地域の関係者と課題や方向性を協議し、計画的かつ着

実に取組を進めてまいります。 

 

県民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 

令和９（2027）年○月○日 

鹿児島県教育委員会 
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Ⅰ 「県立高校の将来ビジョン」策定の背景と目的等 

 

１ 県立高校を取り巻く状況 

 本県の県立高校を取り巻く状況は大きく変化しています。県教育委員会が令和８（2026）

年７月に実施した県内の国公立中学校等※１及び公立高等学校の生徒を対象としたニーズ調査

の結果も踏まえ、その状況を次のとおり整理しました。 

 

⑴ 生徒の学びのニーズの多様化 

○ 生徒の高校卒業後の進路希望や興味・関心は多岐にわたっており、進路実現につなが

る実践的な学びや、興味・関心に応じて学ぶことができる教育環境を求める傾向がみら

れました。 

○ 生徒の個性や特性、価値観、生活環境などが多様化している中、不登校経験を有する

生徒や特別な教育的支援を必要とする生徒、通信制課程を選択する生徒が増加するなど、

学びのニーズは多様化しています。 

○ 自分のペースで学ぶことのできる環境や、生徒一人一人の状況に応じた個別の支援・

相談体制の充実など、心理的安全性を重視する傾向がみられました。 

○ 特に定時制課程や通信制課程においては、安心して学校生活を送ることができる教育

環境の整備や、進路相談・学習支援などのサポート体制の充実を求める声がありました。 

 

⑵ 生徒数の減少 

○ 本県においては、令和２（2020年）に行われた国勢調査で、15歳未満の人口は20.8万

人で、国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口によると、令和32（2050）年には

約13万人にまで減少すると見込まれています。 

○ 平成以降における本県の中学校等卒業者数は、平成元（1989）年３月の28,816人から

全体として減少傾向にあり、令和８（2026）年３月には15,204人となっています。この

数は今後も減少し続け、令和17（2035）年３月の卒業者数は11,905人へと減少し、約

3,300人の減少が見込まれています。 

○ また、令和６（2024）年の出生数は8,939人となっており、生徒数がさらに減少してい

くことが見込まれています。 

○ 現在、県立高校の半数以上が１学年３学級以下の小規模校となっており、地域によっ

ては県立高校のほとんどが小規模校となっています。今後は生徒数の減少に伴い、さら

なる小規模化が見込まれています。 

○ 普通科を希望する生徒の割合は６割程度、専門学科を希望する生徒の割合は４割程度

※２となっていますが、学科によっては志願者数が少ない状況が続いています。 

 

 

 
１  中学校等 … 本ビジョンにおける「中学校等」とは、中学校及び義務教育学校を指す。 
２ 普通科・専門学科・総合学科の割合 … 令和８年度実施の進路希望状況調査では、普通科 59.9％、専門学科 38.5％、

総合学科 1.6％である。令和８年度学科別在籍者数では、普通科 56.0％、専門学科 42.1％、総合学科 1.8％であり、

普通科がおよそ６割、専門学科がおよそ４割を占めている。 
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⑶ 高等学校等就学支援金制度（高校授業料無償化）の拡充による進学環境の変化 

高等学校等就学支援金制度の拡充により、高校進学を取り巻く環境は変化しつつありま

す。こうした制度の拡充が進学動向等に及ぼす影響については、今後も注視していく必要

があります。 

 

  ⑷ 国における高等学校教育改革と本県の対応 

○ 国においては、令和８（2026）年２月に「高校教育改革に関する基本方針（グランド

デザイン）」が策定され、2040年を見据えた高校教育改革の方向性が示されました。同

方針では、不確実な時代を生きる力の育成や地域社会を支える人材の育成、生徒一人一

人の多様な学習ニーズに対応した教育機会の確保などの視点を重視しながら、高校改革

を推進することとされています。 

○ さらに、国は、都道府県における「高等学校教育改革実行計画」の策定や、「改革先

導拠点」の創出、その取組や成果の共有・普及を通して、高校教育改革を推進すること

としています。 

○ 本県においても、国の方針を踏まえ、「高等学校教育改革実行計画」を策定するとと

もに、「改革先導拠点」における先導的な取組を推進します。また、「高等学校教育改

革促進基金」や創設予定の「高等学校教育改革交付金（仮称）」等の国の支援策も活用

しながら、専門高校の機能強化・高度化、普通科改革を通じた高校の特色化・魅力化、

地理的アクセス・多様な学びの確保に向けた取組を着実に推進します。 

 

２ 県立高校に期待される役割 

高等学校は、中学校等を卒業したほぼ全ての生徒が進学する教育機関となっています。こ

のため、公立高等学校には、高等学校教育の普及及び機会均等を図るとともに、全ての生徒

に質の高い学びを保障し、誰一人取り残さない教育を実現する「学びのセーフティネッ

ト」としての役割が求められています。 

また、地域や社会を支える人材を育成するとともに、生徒一人一人が社会の変化を前向き

に受け止め、多様な人々と協働しながら、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手

となることができるよう、必要な資質・能力を育成することが求められています。 

 

３ 「県立高校の将来ビジョン」策定の目的 

本ビジョンは、生徒の学びのニーズの多様化や生徒数の減少、産業構造や社会システムの

変化など、高等学校教育を取り巻く環境の変化を踏まえ、令和22（2040）年を見据えた県立

高校における教育の在り方の方向性を示すために策定するものです。 
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４ 今後の魅力ある県立高校づくりの方向性 

魅力ある県立高校づくりは、学校教育法における高等学校教育の目的及び目標、本県教育

振興基本計画の基本目標並びに「魅力ある県立学校づくりに向けた懇話会」とりまとめ（令

和４年３月）、「今後の望ましい県立高校の教育の在り方について」答申（令和８年３月）

及び国のグランドデザイン等を踏まえて進める必要があります。 

生徒一人一人の可能性や能力を最大限に伸ばし、多様な学びを保障するため、「生徒一人

一人の学びの充実」及び「生徒一人一人の学びを支える教育環境の構築」を柱として、今後

の魅力ある県立高校づくりを進めます。 

ICTの活用や特別支援教育の充実など、これまで県立高校における教育の充実のために進め

てきた取組については、その成果や課題を踏まえながら、引き続き推進・充実を図ります。 

また、生徒一人一人の主体的な進路選択を支え、多様な資質・能力や学びの成果を適切に

評価できる入学者選抜制度の在り方について検討します。 

国のグランドデザインに基づいて策定する本県の「高等学校教育改革実行計画」は、本ビ

ジョンに示す方向性に沿った内容とします。 

 

５ 学びを支える教育環境づくりに向けた地域における協議の場の設置 

将来にわたり各地域において質の高い高校教育を提供していくためには、教育内容の充実

とともに、その基盤となる学びを支える教育環境を構築することが重要です。 

また、各学校や地域の実情がそれぞれ異なることから、画一的な対応ではなく、地元との

十分な協議が必要です。 

そこで、県教育委員会は、各学区に「県立高校活性化地域協議会（仮称）」を設置し、学

区において将来必要となる学びや教育機会、県立高校に期待される役割及び学校・学科の配

置を含む教育体制の在り方について、地域の関係者と協議します。 

その協議結果を踏まえながら、県教育委員会は学びを支える教育環境の構築を進めます。 
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Ⅱ 生徒一人一人の学びの充実 

 

生徒一人一人の興味・関心や進路希望、学習ニーズに応じた多様な学びを実現し、生徒が

「行きたい」、「もっと学びたい」と思える魅力ある県立高校づくりを進めるため、特色ある

教育活動や学習機会の確保、学校運営の充実を図るとともに、課程や学科の特色を生かした学

びの充実を推進します。 

また、社会の変化や技術革新、国の高校教育改革、生徒の学習ニーズの多様化を踏まえ、ICT

環境の整備や学校間連携の充実を図るとともに、ICT等を活用した柔軟な学びや、文理融合的な

学び、課程や学科の枠組みにとらわれない新たな学びの在り方について検討します。 

 

１ 魅力ある県立高校づくりの推進 

 

 ⑴ 特色ある教育活動の推進 

○ 生徒の「好き」（興味・関心）を育み、「得意」を伸ばし、多様な経験を積むことが

できるよう、生徒の主体性を重視した探究的・実践的な学びを推進します。 

○ 高校選択に当たっては、進学や就職の実績に加え、取得できる資格・免許、部活動な

どが重視されていることから、各学校の特色を生かした教育活動の充実を図るとともに、

生徒一人一人の進路目標や学習ニーズに応じた学びを推進します。 

〇 生徒一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てると

ともに、キャリア発達を促す教育の充実を図ります。 

〇 地域産業や地域課題への理解を深めるとともに、地域の自然、歴史・文化、産業、人

材等を活用した特色ある教育活動を通して、郷土への愛着や誇りを育み、将来の地域社

会を支える人材の育成を図ります。 

○ 学校と地域社会や産業界等をつなぐコーディネーターの配置を進めます。 

○ 小・中学校や特別支援学校等との連携を進め、生徒一人一人の状況やニーズに応じた

切れ目のない学びの実現を図ります。 

 

⑵ 学習機会の確保と未来に向けた多様な学びの実現  

○ 生徒が自分の興味や進路に応じて授業を選択できる環境や、進路目標や学習状況に応

じた支援の充実など、生徒一人一人のニーズに応じた学びを支える教育環境の充実を図

ります。 

〇 生徒が希望する学びを選択できるよう、ICTの活用や通信教育、学校間連携の活用や、

遠隔授業配信センターの体制の強化など学習環境の充実を図ります。 

○ 「改革先導拠点」等における先導的な取組や成果を県内の高校へ共有・普及し、各学

校における特色ある教育活動の充実と、多様で質の高い学びの充実を図ります。 

○ 所属学科の学習に加え、興味・関心に応じて、他学科の学びも選択できる仕組みを検

討します。 

〇 生徒一人一人の実情に応じた柔軟な学習評価や単位認定の仕組みについて検討します。 
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○ 単位制高等学校や昼間部定時制、課程間の相互履修等を可能とするフレキシブルな形

の学校※３、不登校の生徒の状況に配慮した特別な教育課程を編成する「学びの多様化学

校※４」など、生徒の多様な学習ニーズに対応した新たな学びの場や学びの形態について

検討します。 

○ 特別な教育的支援を必要とする生徒への支援体制の充実を図るため、校内支援体制を

強化するとともに、通級による指導の充実及び特別支援教育支援員による学習面・生活

面での支援を推進します。 

〇 国際理解教育の充実に向け、多様な国際経験の機会の確保に努めます。 

○ 日本語指導が必要な生徒が全国的に増加していることを踏まえ、本県においても、外

国につながる生徒への日本語指導や包括的支援について検討します。 

 

⑶ 学校運営の充実  

○ 校務DXの推進等により、教職員の業務改善や負担軽減を図ります。 

○ 学習指導要領の理解と定着を図り、教育内容や指導方法等の変化に対応できるよう、

管理職を含む教職員の資質・能力の向上を目的とした研修の充実を図ります。 

○ スクール・ミッション※５及びスクール・ポリシー※６に基づき、地域や社会の期待、生

徒の多様なニーズに応える特色ある学校運営の充実を図ります。 

○ カリキュラム・マネジメント※７や学校評価等を活用し、教育活動の改善・充実を図り

ます。 

○ 地域の自治体、産業界、小・中学校や大学等との連携・協働を推進します。 

○ コミュニティ・スクール※８などの仕組みを活用し、地域と協働する体制づくりを進め

ます。 

 

 

 
３ フレキシブルな形の学校  … 同一校内の異なる課程で開講されている科目を履修して単位を修得する

「課程間併修」や、定時制課程と通信制課程の間で科目を履修して単位を修得する「定通併修」といっ

た仕組みがある。全日制・定時制・通信制課程を併置する学校において、課程間の相互履修を可能とす

ることで、通信制課程の生徒が全日制・定時制課程の授業を受講したり、全日制課程の生徒が定時制・

通信制課程の授業を受講したりするなど、生徒の学習ニーズに応じた柔軟な学びを実現する学校の在り

方。 
４ 学びの多様化学校 … 不登校児童生徒の実態に配慮した特別の教育課程を編成して教育を実施する必要があると認

められる場合、文部科学大臣が、学校教育法施行規則第56条に基づき、学校を指定し、特定の学校において教育課程

の基準によらずに特別の教育課程を編成して教育を実施することができる。令和７年11月時点（全国）小学校13校、

中学校41校、高等学校11校。 
５ スクール・ミッション … 高等学校の設置者が、各学校やその立地する自治体等の関係者と連携しつつ、

在籍する生徒の状況や意向、期待に加え、各学校の歴史や伝統、現在の社会や地域の実情を踏まえて、

また、20年後・30年後の社会像・地域像を見据えて、各高等学校の存在意義や各高等学校に期待されて

いる社会的役割、目指すべき高等学校像を示したもの。 
６ スクール・ポリシー … 学習指導要領に定めるところにより育成を目指す資質・能力に関する方針、教

育課程の編成及び実施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の３つの方針の総称。各高等学校は

３つの方針を定め、公表することとなっている。 
７ カリキュラム・マネジメント … 「社会に開かれた教育課程」の理念の実現に向けて、学校教育に関わ

る様々な取組を、教育課程を中心に据えながら、組織的かつ計画的に実施し、教育活動の質の向上につ

なげていくこと。 
８ コミュニティ・スクール  … 法律に基づき、教育委員会が任命した保護者や地域住民などの委員が、

「当事者」として学校の教育目標の達成を目指し、学校の運営とそのために必要な支援について協議す

るための組織（学校運営協議会）が設置されている学校。 
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○ 高校のWebサイトやパンフレット、SNS等のデジタル媒体に加え、学校説明会等も活用

しながら、学校の特色や教育内容、進路に関する情報を分かりやすく、中学生やその保

護者等に発信する取組を推進します。 

○ 部活動など多様な場面で生徒が活躍できる支援体制の充実に努めます。  

○ 併設型及び連携型中高一貫教育校※９の新たな設置について研究します。 

 

２ 課程ごとの学びの充実 

 

⑴ 全日制課程 

〇 生徒の進路希望や興味・関心の多様化を踏まえ、関係機関や他校との連携による探究

的・実践的な学びの充実を図ります。 

○ 探究活動や地域の企業等と連携したキャリア教育を推進します。 

○ 生徒の多様な進路希望や学習ニーズに対応できるよう、単位制の導入について検討し

ます。 

 

⑵ 定時制課程 

〇 生徒一人一人が自らのペースで安心して学ぶことができる環境の整備と、生徒の状況

や進路希望に応じた柔軟な教育課程の編成を推進し、教育活動の充実を図ります。 

 

⑶ 通信制課程 

〇 通信制課程を希望する生徒の増加や多様な学習ニーズを踏まえ、教育内容の充実を図

るとともに、学習支援や相談体制の充実など、生徒一人一人に寄り添った支援体制の充

実を図ります。 

○ スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等による支援体制の充実を図り

ます。 

 

３ 学科ごとの学びの充実 

 

⑴ 各学科共通 

○ ICTの活用、遠隔授業や学校間連携等により、先進的・専門的な学びを推進します。 

○ 探究・文理横断※１０・実践的な学びを推進します。 

〇 デジタル社会で必要となる資質・能力の育成に向けて、AIやデータサイエンスなど情

報・デジタル分野に関する学びの充実を図ります。 

○ 生徒の探究的な学びの成果を発表・共有できる機会の充実を図ります。 

 
９ 併設型及び連携型中高一貫教育校 … 中高一貫教育は、これまでの中学校・高等学校に加えて、生徒や

保護者が中高一貫教育を選択できるようにすることで、中等教育の一層の多様化を推進するもので、平

成11年４月から実施されている。実施形態には、中等教育学校、併設型中高一貫教育校、連携型中高一

貫教育校がある。本県では、併設型として鹿児島玉龍中高一貫教育校（鹿児島市立）及び楠隼中高一貫

教育校（県立）、連携型として与論中学校・与論高等学校、喜界中学校・喜界高等学校が設置されている。  
１０ 文理横断 … 学習の基盤となる資質・能力や、現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を育

成するため、文系・理系の枠を超え、教科等横断的な視点に立って進める学び。 
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○ 自ら社会課題を見付け、課題解決に向かってチャレンジしたり、他者との協働により

解決策を探究したりすることができる知識・能力・態度を身に付けるアントレプレナー

シップ教育を推進します。 

 

 ⑵ 普通科 

○ 生徒や地域のニーズを踏まえた「新しい普通科※１１」やコースの設置を検討します。 

○ 文理横断的な学びやSTEAM教育※１２の充実を図ります。 

○ 大学や地域企業等と連携した探究的な学びを推進します。 

 

⑶ 専門学科 

〇 産業界や大学、地域の自治体との連携・協働による地域課題の解決に取り組む実践的

な学びを推進します。 

○ 専門的な学びの深化を図るため、学科やコースの新設・再編、また、教育課程の在り

方の検討、施設設備の充実を図ります。 

○ 大学等への進学も視野に入れた高度な専門性を有する人材の育成を推進します。 

 

⑷ 総合学科 

○ 地域や産業界との連携による特色ある学びを推進します。 

○ 単位制の導入も含め、生徒の多様な学習ニーズに対応できる教育課程について検討し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１１ 「新しい普通科」… 高等学校設置基準の改正により、普通教育を主とする学科の一部として、令和４

年度より、「学際領域学科（学際領域に関する学科）」、「地域社会学科（地域社会に関する学

科）」、「その他普通科（その他特色・魅力ある学びに重点的に取り組む学科）」の設置が可能とな

った。 
１２  STEAM教育 … 各教科での学習を実社会での問題発見・解決にいかしていくための教科横断的な教育。 

STEAMの各分野が複雑に関係する現代社会に生きる市民として必要となる資質・能力の育成を志向する  

STEAM教育の側面に着目し、STEAMのAの範囲を芸術、文化のみならず、生活、経済、法律、政治、倫理 

等を含めた広い範囲（Liberal Arts）で定義し、推進することが重要である。 
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Ⅲ 生徒一人一人の学びを支える教育環境の構築 

 

本県は、南北600キロメートルにわたる広大な県土に半島や多くの離島を有しており、地域ご

とに状況が大きく異なります。加えて、今後は生徒数のさらなる減少が見込まれています。 

このような中にあっても、「Ⅱ 生徒一人一人の学びの充実」の項目で示す取組を着実に推

進し、国の高校教育改革の方向性も踏まえながら、生徒一人一人の学びの機会を確保するとと

もに、質の高い教育を持続的に提供していくため、2040年を見据え、地域の実情に応じた学び

を支える教育環境を構築することが重要です。 

 

１ 通学区域 

○ 公立高等学校は、高等学校の教育の普及及び機会均等を図るとともに、学びのセーフテ

ィネットとしての役割も期待されていることを踏まえ、通学区域については、現行の７学

区を基本とします。 

○ また、学区内に普通科や専門学科等を適切に配置することにより、生徒が希望する学び

や進路希望に応じて学校を選択できる環境の確保に努めます。 

○ 一方で、通学区域による制限のある普通科のうち、在籍者数が定員を大幅に下回る状況

が継続している学校については、学校や地域の実情を踏まえ、通学区域制度の運用や取扱

いについて検討します。 

 

２ 学校・学科の配置 

○ 生徒数のさらなる減少が見込まれる中にあっても、教育条件の維持・向上と多様な学び

の機会の確保を図るため、生徒の通学環境や地域の実情等を踏まえた学校の配置に努めま

す。 

○ 国の高校教育改革に基づく「改革先導拠点」における先導的な取組や成果を県内の高校

に共有・普及できるよう、国の支援制度も活用しながら教育環境の充実に努めます。 

〇 普通科、専門学科及び総合学科それぞれの特色を生かしながら、生徒の進路希望や学科

選択に関するニーズを踏まえた学科の配置に努めます。 

○ 専門学科については、地域や産業を支える人材の育成の観点から、学区ごとの学科の設

置状況や教育環境等を踏まえ、県全体で専門教育の質を確保できる配置に努めます。 
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３ 学校規模 

○ 自分の興味や進路に応じて多くの科目から選んで学べること、多くの仲間と学び、交流

できること、様々な部活動の選択肢の中から希望する活動に取り組めることなどを重視す

ることが分かりました。このような機会を確保し、教育活動の充実や安定的な学校運営、

多様な教科・科目の開設及び教職員配置の充実を図る観点から、「公立高等学校の適正配

置及び教職員定数の標準等に関する法律」に基づいて１学級40人定員を基本※１３とし、１

学年４学級以上を教育条件の充実を図る上での「望ましい規模」とします。 

○ 教育条件の維持・向上を図る観点から、各学区において、原則として「望ましい規模」

の学校を１校は確保するように努めます。 

○ 一方で、生徒一人一人が活躍できる機会が多いこと、教員に相談しやすいことや少人数

で丁寧な指導を受けられることなどを重視する生徒も一定数みられます。このため、学校

規模にかかわらず、生徒一人一人の学びを支える教育環境の充実を図ります。 

 

４ 小規模校における教育条件の確保 

○ 小規模校ならではのきめ細やかな指導や学習環境などの小規模校の特性を生かしつつ、

遠隔授業やICTの活用、学校間連携、地域との協働等により、多様な学びの機会の確保と教

育環境の充実を図ります。 

○ 志願状況や入学者数の推移、教育活動への影響、通学状況や地理的条件、地域の実情等

を総合的に勘案し、近隣校との連携や役割分担、学科構成の見直しなどの方策を組み合わ

せながら、教育の質の確保と地域における教育機会の維持の両立を図ります。 

○ ただし、離島における「一島一校」の教育機会の確保や、通学が著しく困難な地域にお

ける教育機会の維持など、地域の実情に応じて十分に配慮します。 

 

５ 通学環境・寄宿舎（寮） 

○ 今後の各地域における人口減少やそれに伴う公共交通機関の減便及び路線の見直しなど

による通学環境の変化や、保護者の負担等も踏まえ、高等学校の配置や教育環境の整備に

当たっては、通学環境の確保や寄宿舎（寮）等の活用を含め、教育機会の確保に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１３  「公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律」に基づいて１学級 40 人定員を基本 … 同法

により教員の定数は、生徒の収容定員に基づいて決定される（第七条）。 
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Ⅳ 県立高校入学者選抜制度の在り方 

 

入学者選抜制度については、自己推薦制度の導入など、これまで必要な改善を進めてきまし

た。しかしながら、生徒の学びのニーズの多様化に加え、地域や学科による志願状況の違い、

公立高校入学者数の減少など、入学者選抜制度を取り巻く状況は変化しています。 

こうした状況を踏まえ、様々な背景を持つ生徒一人一人への配慮も含め、生徒一人一人の資

質・能力や学びの成果、多様な経験等を適切に評価できる入学者選抜制度の在り方について検

討を進めます。 

また、生徒一人一人の主体的な進路選択を支え、多様な資質・能力や強みを適切に評価でき

る入学者選抜制度の実現に向けて、高校教育を取り巻く環境の変化や生徒の進路希望等を踏ま

えながら選抜方法等の見直しを検討します。 

 

 

Ⅴ 「県立高校の将来ビジョン」推進スケジュール 

 

本ビジョンで示す方向性の具体化に向けて、各学区に設置する「県立高校活性化地域協議会

（仮称）」において、学区において将来必要となる学びや教育機会、県立高校に期待される役

割及び学校・学科の配置を含む教育体制の在り方について協議します。 

協議に当たっては、生徒数の動向、学校・学科の配置、通学状況、地域の実情等を踏まえる

とともに、教育機会の確保や生徒の通学に係る負担にも配慮しながら、課題の整理及び論点の

共有を図ります。 

県教育委員会は、各学区の協議結果に加え、客観的データ、学区間の関係性、専門学科の配

置状況や人材需要等を県全体の視点から総合的に勘案し、本ビジョンに示す方向性の具体化に

向けた「学びの充実に向けた教育体制整備計画（仮称）」を策定し、計画的かつ段階的に取組

を進めます。 

時 期 取組内容等 

 

令和９年度 

 

○ 県教育委員会において、各学区に「県立高校活性化地域協議会

（仮称）」を設置し、協議を行います。 

○ 本ビジョンに基づく取組については、実施可能なものから順次推

進します。 

 

令和10年度 

 

○ 「県立高校活性化地域協議会（仮称）」における協議結果等を踏

まえ、「学びの充実に向けた教育体制整備計画（仮称）」を策定し

ます。 

令和11年度 

  ～ 

令和13年度 

○ 「学びの充実に向けた教育体制整備計画（仮称）」に基づき、必

要な取組を進めます。 

   ※ 令和14年度以降についても、令和22（2040）年を見据え、それまでの取組の検証や社

会状況の変化等を踏まえながら、生徒一人一人の学びを支える教育環境について継続的

に見直しを行います。 
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Ⅵ 関連資料・参考資料 
 

※ 資料の一部図表及び記載内容は、「県立高校の将来ビジョン検討委員会」会議資料

から引用・再掲しています。 
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１ 令和８年度 公立・私立高等学校配置図 
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２ 令和８年度 公立高等学校配置状況 
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３ 中学校等卒業者数、公立・私立高等学校の学校数、募集定員の推移（全日制・定時制） 
 《出典：学校基本調査》 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
４ 公立・私立高等学校の入学者数、公私比率（公立の割合）（全日制・定時制） 

 《出典：学校基本調査》 
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５ 中学校等卒業後の進路状況の推移（国公私立） 《出典：学校基本調査》 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

６ 県内高等学校卒業後の進路状況の推移（公私立） 《出典：学校基本調査》 
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７ 学区別中学校等卒業（予定）者数の推移 
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 ８ 「県立高校の将来ビジョン」策定の経緯 
 

 

 

 

 

 

時  期 内  容 

令和７年４月 「県立高校の将来ビジョン検討委員会」を設置 

令和７年６月 

～令和８年３月 

検討委員会（計７回）を開催し、生徒の多様な学びのニー

ズや生徒数減少への対応について検討 

令和８年３月30日 「今後の望ましい県立高校の教育の在り方について」答申 

 

※ 検討委員会の答申は、右の二次元 

コードからアクセスできます。 

 

 

令和８年４月 「県立高校の将来ビジョン」策定に着手 

令和８年７月 高等学校教育に関するニーズ調査を実施 

・調査対象及び回答数 

国公立中学校２･３年生及び義務教育学校８･９年生 

         ：13,008件 

公立高等学校全生徒：14,902件 

・調査期間：令和８年７月１日～７月17日 

 

※ ニーズ調査の集計結果は、右の二次元 

 コードからアクセスできます。 

 

  

 

 

令和８年９月11日 「県立高校の将来ビジョン（素案）」を公表 

令和８年10月 

  ～令和８年11月 

・市町村及び学校関係者を対象とした地区説明会を開催

（予定） 

・生徒及び教員を対象とした意見聴取を実施（予定） 

令和８年○月 「県立高校の将来ビジョン（案）」を公表（予定） 

・パブリックコメントを実施（予定） 

令和９年○月 「県立高校の将来ビジョン」公表（予定）  

 
 
 
 
 

 
 
 
「今後の望ましい県立 

高校の教育の在り方に 

ついて（答申）」 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
「県立高校の 
将来ビジョン」 

 

https://www.pref.kagoshima.jp/ba05/kyoiku-bunka/school/bijyon/documents/121726_20260330083702-1.pdf
https://www.pref.kagoshima.jp/ba05/kyoiku-bunka/school/bijyon/1kai.html
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９ 高等学校教育に関するニーズ調査の結果 

 

 

https://www.pref.kagoshima.jp/ba05/kyoiku-bunka/school/bijyon/1kai.html
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※ 本資料は、鹿児島県のホームページにも掲載しています。 

「県立高校の将来ビジョン」で検索又は下記二次元コード読み取りから、鹿児島県ホームペー

ジにアクセスし、ページ内に掲載されているファイルを御覧ください。 

【問い合わせ先】 

 鹿児島県教育庁高校教育課 

 電 話 099-286-5374 

 メール kou-sinkou@pref.kagoshima.lg.jp 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
「県立高校の 
将来ビジョン」 

 

https://www.pref.kagoshima.jp/ba05/kyoiku-bunka/school/bijyon/1kai.html

